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施設名　 
介護老人保健施設
青森ナーシングライフ

施設長 武田　久雄

住　所

〒 030-0936 TEL 017-726-5211

青森市大字矢田前字弥生田47-2 FAX 017-726-9600

100 人

施設HP http://www.keiju-w.or.jp/

施設の体制等に関すること

個 室 有 飲 酒 不可

入　所
問合せ先

担当者： 櫻田 仁志 TEL： 017-726-5211 定員

家族の宿泊を伴う
付き添い（終末期） 可 酸素管理 　

点 滴 管 理 要相談 痰 吸 引 可

喫 煙 不可

医療に関すること

看 取 り 可 経鼻胃管管理 　

麻 薬 処 方 　 人 工 肛 門 可

インスリン注射
（医療者実施）

要相談 腎ろう管理 　

中心静脈栄養管理
(ポート） 　 気 管 切 開 　

麻薬管理
（自己管理を除く）

　 人工呼吸器管理 　

　

胃ろう管理 可 褥 瘡 管 理 要相談

施設のＰＲ 地　図
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施設名　 

介護老人保健施設
ケア・ガーデン青森

施設長 高柳　泰宏

住　所

〒 030-0946 TEL 017-744-3311

青森市古館１丁目2-1 FAX 017-744-3316

100 人

施設HP http://www.hokushoukai.com/

施設の体制等に関すること

個 室 有 飲 酒 不可

入　所
問合せ先

担当者： 髙橋　聡子 TEL： 017-744-3312 定員

家族の宿泊を伴う
付き添い（終末期） 可 酸素管理 　

点 滴 管 理 可 痰 吸 引 可

喫 煙 不可

医療に関すること　

看 取 り 可 経鼻胃管管理 　

麻 薬 処 方 　 人 工 肛 門 可

インスリン注射
（医療者実施）

可 腎ろう管理 可

中心静脈栄養管理
(ポート） 要相談 気 管 切 開 　

麻薬管理
（自己管理を除く）

可 人工呼吸器管理 　

　多職種共同による在宅復帰強化型施設として、地域の皆さまに貢
献できるよう日々努力をしております。
　次の生活の場の提案をさせていただき、安心して生活ができるよ
うリハビりを通してお手伝いさせていただいております。
　また、地域での生活をされている皆様方には、通所リハビリテー
ション、短期入所などで、在宅生活が継続できるよう支援しており
ます。
　入所中に終末期を迎える利用者様（高齢・認知症・がんなど）に
は、ご希望により看取りをさせていただいております。
　上記麻薬処方については、介護保険にて麻薬（経口・在役・貼布
薬）は、処方する事が出来ないため、医療機関を受診の上処方して
いただき、用量調整は施設医師から依頼しています。
　点滴に関しては、施設負担である為、可及的に施行しておりま
す。
　ポート管理はできますが、中心静脈栄養用補液の購入は困難で
す。
　酸素管理につきましては、短期入所や通所リハビリでは利用者様
の持ち込みが可能であればケースによっては対応可能な場合もござ
いますので、御利用ください。

胃ろう管理 可 褥 瘡 管 理 可

施設のＰＲ 地　図
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施設名　 介護老人保健施設　みちのく青海荘 施設長 三上　勝也

住　所

〒 030-0901 TEL 017-741-5188

青森市港町３丁目６－３ FAX 017-741-5117

喫 煙 不可

医療に関すること　

看 取 り 要相談 経鼻胃管管理 　

100 人

施設HP http://m-hakujukai.com/

施設の体制等に関すること

個 室 有 飲 酒 不可

入　所
問合せ先

担当者： 高畑・伊藤 TEL： 017-741-5188 定員

中心静脈栄養管理
(ポート） 　 気 管 切 開 　

麻薬管理
（自己管理を除く）

　 人工呼吸器管理 　

家族の宿泊を伴う
付き添い（終末期） 　 酸素管理 要相談

点 滴 管 理 要相談 痰 吸 引 可

・ご本人、ご家族が慣れ親しんだところで
最期を過ごしたいと希望された場合にター
ミナルケアを行っております。
・当施設には通所リハビリテーション、短
期入所療養介護を併設しております。
・当施設には医療リンパドレナージセラピ
ストがおり、リンパ浮腫に対してアプロー
チできます。
・法人に訪問介護、地域密着型通所介護、
有料老人ホーム、地域包括支援センター、
居宅介護支援事業所があり、在宅生活を支
援します。

胃ろう管理 可 褥 瘡 管 理 要相談

施設のＰＲ 地　図

麻 薬 処 方 　 人 工 肛 門 可

インスリン注射
（医療者実施）

可 腎ろう管理 　


